
一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
日 中 投 資 促 進 機 構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員78、推薦会員６）
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2020年６月15日(第926号) 自動車会議所ニュース

ついて、ここまで５回にわたってお伝えしてきた。最
終回となる本稿では、それをどう若者に伝えていくか
ということについて私見を述べたい。
　若者のクルマ離れという言葉が使われるようになっ
たのは、もうずいぶん前のことだ。理由はいろいろあ
ろうが、何より大きなのは経済的な要因だ。まず免許
の取得費用が高額であること、次にクルマの価格が上
昇傾向にあること、そして依然として高い維持費。ゆ
えに若年層は、可能な限りクルマを必要としないライ
フスタイルを志向する。
　もちろん、そんなミニマルライフスタイルは、時代
の潮流でもある。が、彼らは本質的にクルマでの旅が
嫌いになったのだろうか。そうは思えないという体験
を幾度となくしてきた。あるとき、若者３人を連れて、
群馬北方の秘境、八木沢ダムに紅葉ドライブに行った
ことがある。果たして帰路には「こんなに自由にいろ
いろなところへ行けるなんて」と興奮気味に語り合っ
ていた。クルマならではの移動の自由を知った瞬間、
クルマへの関心は劇的に高まったのだ。
　不特定多数の若者にクルマによる自由旅行を体験し

　ワントリップ1,000km以上の
旅を、平均で月１回行ってきた
経験を通じて感じられたドライ
ブ旅行の素晴らしさや有用性に

てもらう機会を、自動車業界が用意することは非常に
難しい。が、それに代わる手はある。そのひとつはサ
ブスクリプション（月額定額制）だ。
　今年に入り、ある自動車メーカーが税、保険などを
フルパックにしつつ最安で月額３万円以下、しかも月
単位でいつでも解約可能という、文字通りのサブスク
リプションを開始した。車庫証明は必要だが、試しに
何カ月かクルマを所有し、いつでも自分の行きたいと
ころに行けるという体験をするにはうってつけだ。
　長期間にわたって高額の料金を支払う契約を嫌う若
年層をクルマに引き寄せるサービスを増やし、クルマ
が単なる日用品にとどまらず、自由を得る道具である
ことを感じてもらう。日本市場を先細らせないために
も、目先の利益ではなく、そういう“先行投資”をし
ていく必要があろう。
　クルマ旅は、世の中をより深くライブで知ることに
通じる。いかにしてその火を守り続けるか。自動車業
界の奮闘を期待したい。　　　　　　　　（終わり）

◇――◆――◇――◆――◇――◆――◇――◆
※　井元氏の連載は今号で終了させていただくことと

なりました。次号からは、自動車を中心に経営や経
済全般について幅広く取材・執筆活動を続けておら
れる経済ジャーナリスト、福田俊之氏に５回にわた
って連載いただきます。
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移動の自由の喜びを後世に伝えよ
ジャーナリスト　井元 康一郎


